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RC造ト形柱梁接合部の構造性能に接合部補強筋及び変動軸力が及ぼす影響 

その 2 接合部補強筋及び変動軸力の影響 

 

 

1 はじめに 

 その 1 では静的載荷実験の概要及び，実験結果として荷重

変形関係について述べた。その 2 では破壊過程及び接合部変

形について述べ，さらに各パラメータの影響，強度低下率j

及び軸崩壊予想領域について検討する。 

2 破壊過程及び接合部変形の比較 

 引張側の柱梁曲げ耐力比が 1.2 の 3 体について写真－1(a)に

R=-1/50rad.サイクル 2回目除荷時の破壊状況を，写真－1(b)に

最終破壊状況（R=1/20rad.）を示す。写真の青線は正側で生

じたひび割れを，赤線は負側で生じたひび割れを示す。また，

図－1 に層間変形角に対する正負側の接合部せん断変形角の

割合の推移を示す。ここで柱梁強度比 1.2 と 1.5 の試験体間で

破壊性状に大きな差は確認されなかったため，柱梁強度比1.2

の試験体のみを示す。 

図－1 において各試験体で比較すると，正側は変動軸力の

影響により柱梁強度比が大きく，いずれの試験体も梁曲げ降

伏の挙動を示し梁に変形が集中したため，接合部の変形は最

終サイクル時においても僅かである。一方で負側においては

いずれの試験体も接合部にひび割れなどの損傷が生じて接合

部の変形割合が比較的大きく推移した。また全試験体におい

て構造設計で想定している層間変形角 1/100～1/50までの範囲

では，接合部の損傷は限定的で，圧縮軸力を安定して支持し

た。一方，接合部補強比が 20%と少ない T12-20TC5 試験体は，

層間変形角 1/50 を超えると接合部の損傷が増加し，圧縮軸力

を受ける正側においてコアコンクリートの圧壊及び柱主筋の

座屈といった建物崩壊に繋がる最も著しい破壊が見られた。

圧縮側の軸力比を 0.3 とした T12-20TC3 試験体は，負側での

接合部変形は比較的抑えられたものの，正側 R=1/25rad. サイ

クル 2 回目以後に接合部の圧縮ストラットゾーン内のかぶり

コンクリートが剥落し，支持可能軸力が最大耐力時作用軸力

の 80%程度に低下した。以上の 2 体に対し接合部補強比が

50%の T12-50TC5 試験体は，最終時まで接合部の変形が最も

抑えられ，層間変形角 1/25radを超える最終変形まで，圧縮軸

力支持能力が失われることはなかった。以上から，接合部補

強比が架構の破壊モードに大きく影響することが確認された。 

3 実験各パラメータの影響 

 図－2 に負側（引張軸力側）の柱梁強度比と試験体耐力

（実験値／計算値）の関係を示す。同図より柱梁強度比が2.0

未満の場合でも，柱梁強度比の上昇によって最大耐力が上昇

することが確認できる。なお，図－2 における縦方向のバラ 
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図－1 接合部せん断変形角の比較 
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写真－1 接合部の破壊状況 
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図－3 接合部補強比－試験体耐力関係（負側） 
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図－2 柱梁強度比－試験体耐力関係（負側） 
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